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1) H. Feis， Eurφe， the world' s banker， 1870-1914， 1965， pp， 28-31. 
182 (664) 第144巻第5・6号
第1表 イギリスの海外投資 (百万ポνド， %) 
\~例年末現在高\~913年末現在高|増加高
植民地 ~80 ( 36.3) 2，035 ( 46，1) 1，755 ( 48，1) 
移〈カ民ナ型ダ旧・植オ民ー地ストラレシア) 95 ( 12.3) 1，000 ( 22.7) 905 (~.~) 
地 異(イ民ン族ド支・配そ型の旧他植〉民地 170 ( 2.1) 495 ( 1.2) 325 ( 8.9) 
異民P 族，カ~支ヒ配そボ型のル新他ネ植アオ民，フ地9 カジ(南，プア
フラヤ エジマト〉
15 ( 1.9) 540 ( 12.2) 525 ( 14.3) 
アメリカ 210 ( 27.3) 850 ( 19.3) 640( 17.5) 
域 ラテンアメリカ 80 ( 10.心 990 ( 22.4) 
ヨー ロッノミ 190 ( 24.7) 255 ( 5.8) 65 ( 1.9) 
その他 10 ( 1.3) 285 ( 6.4) 275 ( 7.5) 
A日. 計 阿川)¥ω5(100の|脳5(100.0)1 
政 府 458.8 ( 58.5) 972.5 ( 25.8) 513.7 ( 17.2) 
対 自治体 一 152.5 ( 4.1) 152.5 ( 5.1)1 
象 鉄道会社 232.9 ( 29.6) 1，531.0 ( 40.6) 1，298.1 ( 43.6) 
その他の会社 93.1 ( 11.9) 1，107.3 ( 29.5) 1，014.2 ( 34.1) 
l日~ 計 784子(ωい763.3(削)¥仰8.5(100.0) 


































Vo1. 38， No. 2， 1976， p.60. 
4) 2節以下の考察については尾上修悟論文によるところが大きい。 r国際競争と資源志向型直接
投資JIF一橋研究jJ4巻3号， 1979， p.72，pp. 88:-9~ ， r国際金本位期におけるイギリスの国際
収支と海外投資」西南学院大学『経済学論集jJ16巻2号， 1981， pp. 7'1，-77. 
5) J. M. Stopford，“TT.e Origins of British-Based Mtlltip.at~op.aJ Mlin¥lfacturiIlg E，nterprise;5，" 
Business History Review， Vo1. 48， No. ~， 1974， pp. ;304-3;35， 
























7) M. Wilkins，“Modern European Economic History and the Multinationals~" Theゐurnal
01 European Economic History， Vol. 6， 1977， p.586. 
8) 彼は，投資分野を製造業，公益・抽出・金融，鉄道，政府の4分野に分け，各分野のポートフ
ォリオ投資， enpatriate投資，直接投資の比を， 1: 1: 2， 1: 1: 0， 1: 3: 0， 1: 0: 0 とじて
推計値を出しているにすぎない。
9) J. Houston and J. H. Dunning， U. K. Industry Abroad， 1976， pp. 11-13， pp. 37-40. 
10) J. H. Dunning， Studies in Internαtionα1 Investment， 1970， p.2. 
11) 彼らは，第2表の2643社のイギリス登記会社の投資の具体的な推計方式を述べていないので，
正確さについては明らかではない。
独占形成期におけるイギリス直接投資に関する一考察 (667) 185 
第2表 ロンドン証券取引所に登録された主に海外で活動する企業数
| イギリス登記企業 | 海外登記企業
1次産品 1，590 212 
プランテージョン 745 9 
鉱 物 617 185 
製造業 301 101 
サービス業 752 417 
鉄 道 219 127 
土地，金融，投資信託 266 65 
計 2，643 730 
〈出所) T. Houston and J. H. Dunning，φ. cit.， p.40より作成。
第3表 イギリス海外直接投資 (百万ポンド， %) 
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12) P. Svedberg，“The Portforio-Direct Composition of Private Foreign Investment in 1914 
Revisited九TheEconomicゐurnal，88， 1978， pp. 763-777，なお彼の言う途上国とは， 南アフ
リカを除くアフリカ，日本を除くアジア，及びラテンアメリカを指す。











第4表 イギリスの対低開発国民間投資の構成 〈百万ドノレ， %) 
累 積 額
ラテンアメリカ1) 5，888 (100.0) 
イギリス領アフリカ1) 685 (100.0) 
インド・セイロン2) 2，250 (100.0) 
中 国3) 608 (100.0) 
イギリス領マラヤ3) 194' (100.0) 
計 9，776 (100.0) 
. 1) 1913年末 2) 19日年末 3) 1914年末














て若干の補足をしておこう o南アフリカへの投資3億5000万ポンドのうち， 36 
%が鉱山会社， 22%が金融機関へ投下されていたが，これらは，鉱山会社ー-
独占形成期におけるイギロス直接投資に関する一考察 (6~~) lJW 
鉱山金融会社-ー南アフリカ特許会社ー←シティーマ円チャントバンカーとい
う支配体系のもとにあった13)。また，オーストラリアへの投資8 億~OOO万ポン
ドのうち， 12%が鉱山を中心とする 1次産品ヘ， 13%が実質的に羊毛生産を支
配していた金融機関へ投下されていたが， これらの鉱山会社の2/3，金融機















13) G. Paish，“Great Britain's Capital Investment in Individual Colonial and Fo.reign 
Countries "，. .Journal 01 t/le Royal Statisticg，l Society， VoL 74， Jan吋 19t1， pp， 1$0ー1$2，生m
栄治『イギリス金融資本の成立jJ， 1956，第5章第3節。
14) G. Paish， op. cit.， pp. 180-182，尾上修悟「国際金本位制下のイギリス植民地のトランスファ
一問題J西南学院大学『経済学論集.!I19巻1号， 1984，同「金本位制下の中心一周辺間国際分業
の変容」西南学院大学『経済学論集JI20巻， 2・3号， 19850 
15) J. fl. Dunning，“Cqanges in the Level and Structure of International Production: the 






投 資 国 ~ く. 入 国
イ キー リ ス. 6，500 ( 45.5) 先進国
イギリス自治領 330 ( 2.3) アメ リ カ
ア メ リ カ 2，652 ( 18.5) ヨ-ロ'y/ξ 
フ フ ン ス 1，750 ( 12.2) ロ シ ア
ド イ ツ 1，500 ( 10.5) イギリス自治領
その他ヨーロiツパ 1，250 ( 8.7) 日 本
ロ 手ノ ア 300 ( 2.1) 
そ の 他 20 ( 0.2) 
後進国
ラテンアメリカ
ムロ、 計 I 14，302. (100め アフ リ カ






5，235 ( 37.2) 
1，450 ( 10.3) 
1，500 ( 10.7) 
'1，000 ( 7.1) 
1，250 ( 8.9) 
35 ( 0.2) 
8，850 ( 62.8) 
4，600 ( 32.7) 
900 ( 6.4) 
2，950 ( 20.9) 










































17) G. S. Graham，“Imperial Finance， Trade and Communications 1895-1914九inE. A. 
Benians， J.Butler and. C. E. Carrington ed.， The Cambridge H istory 01 the British Empire 



























-18) T. Houston and J. H. Dunning， op. cit.， p.38. 
で19) P. Svedberg，“Colonial Enforce1lent of Foreign Direct Investment'二TheManchester 
School 01 Economic and Social Studies， Vol. 49， No. 1， 1981. pp. 21-22. 

























20) T. Houston and J. H. Dunning，。ρ.cit.， p.39. 
21) 藤井正夫「イギリス経営代理会社の課題と将来」アジア経済研究所編『インドの経営代理制






黒 、字 赤 ナrL. 
インド 6.9 オーストラリア 10.4
トノレコ 3.4 アエジプト 5.0 
日本 3.3 中国〈含ホンコン)4.7 
アルゼンチン 2.4カナダ
43司3 3 3 プラジノレ 1.9 西印諸島
英領アフリカ 1.8ベノレー 2. 
メキシコ 0.7 セイロン 2. 
ウノレグァイ 0.7 チリ 1.3 
海峡植民地 1.2 
A日. 計 計 35.2 
黒 ナpよ噌 赤 ナrL. 
インド 19.5 南アフリカ 27.5 
中国〈含ホンコン)8.3 ニュージーランド 12.4
トノレコ 6.7 オーストラリア 9.5 
ポ日ノレ本トガル領ア
6.1 海峡植民地 9.5 
フリカ 3.1 アルゼンチン 8.7 
ウノレグァイ 2.7 カナダ 3.9 
英領西アフリカ 1.6 セイロン 3.6 
チ リ 0.8 エジプト 3.1 
英領西印諸島 0.6 英領東アフリカ 1.8 
蘭領東印諸島 0.5 ベノレー 1.8 
ノ口~ 計 計 81.8 
〈出所) S. B. Saul，φ. cit.，邦訳 pp.79-80.
第7衰 イギロネの再輸出の仕向地〈年平均) (百万ポンド， %) 
日71-1例年 1910-1914年
総計 58.2 (100.0) 107.0 (100.0) 
































22) W. Schlote， British Overseas Trade from 1700 to the 1930s， 1952， pp. 127-128. 
独占形成期におけるイギリス直接投資に関する一考察 (675) 193 
このようなイギリスの再輸出貿易において，イギリス企業が 1次産品生産の
ために主要に活動した帝国内からの輸入品の占める位置をp もう少し詳じく見
ておこう 23)0 1913年においてp イギリス領からの輸入のうち再輸出されたもの
は5600万ポ γ ドを上回り， これはイギリスの再輸出の過半を占めていた。主要
な再輸出品は，羊毛1200万ポンド，ゴム800万ポンド，錫600万ポ γ ド，そして














とになった。 イギリス領でも， オーストラリアとインドだけで， 1910年には
8100万ポンドの対ヨーロ γパ輸出超過を持つに至った。その他セイロン，海峡
植民地等ふ額は少いにしても，一時的ではない対ヨーロッパ輸出超過をみせ
23) 帝国内産品の再輸出については， S. B. Sau!， Studies in British Overseas Trade 1870-1914， 
1960，久保田英夫訳『イギリス海外貿易の研究1870-l914.l1， 1980， pp. 330-337. 
24) マラヤについては，山田秀雄「マラヤ・ゴム栽培業史覚書」一橋大学『経済研究.lI26巻3号，
1975，同「マラヤ植民地化の起源と錫」一橋大学『経済研究.lI22巻1号， 1971，インドについて
は，アジア経済研究所，前掲書， D. H. Buchanan， The Developrnent 01 Capitalistic Enterprise 
in 1 ndia， 1934，東E研究叢書刊行会訳『印度の近代工業.lI， 1943，第4章を参照。




























25) S. B. Saul，前掲邦訳， p.76. 
「
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第8表 イギリス新規対外投資対象別分布 (百万ポンド， %) 
|社会資本部門|抽出産業部門|製造業部門|そ の他|合 計
1865"-'74 361.3 (73.8) 31.1 ( 6.4) 4.1 ( 0.8) 93.2 (19.1) 489.7 (100.0) 
75"-'84 334.9 (71.9) 32.8 ( 7.0) 6;7 ( 1.4) 91.3 (19.6) 465.7 (100.0)1 
85"-'94 533.1 (71.5) 66.4 ( 8.9) 41.9 ( 5.6) 104.5 (14.0) 745.9 (100.0) 
95"-'04 413.0 (55.9) 154.6 (20.9) 26.4 ( 3.6) 144.7 (19.6) 738.7 (100:0) 
05"-'14 1，185.6 (72.2) 199.6 (12.2) 63.3 ( 3.9) 193.3 (11.8) 1，641.8 (100.0) 
1臼m附8部紡6白5刊叫抑7.9(69.3)同84.5α1.9)1山〈竺.5)1627.0(日4)14，081.8(100.0) 
(出所) M. Simon，“The Pattern of New British Portforio Foreign Investment， 1865-1914 " 




















27) J. H. Dunning，前掲1983年論文， p.89. 
196 (678) 第144巻第5・6号
第9表 1914年以前の英国製造業企業の海外子会社の地域的分布 (劣〉




オーストラリア 65 23.7 
南アフリカ
その他イギリス領 14 6.8 
その他 12 21.8 
メ口L 計(社〉 119 60 
(出所) 1) S. J. Nicholas，“British Multinational Investment before 1939九The
Journal 0/ European Economic History Vol. 11， 1982， p.625.より作成。




食 口口 12 11 
飲 料 1 11 
化 寸，>4ー 13 16 
電気エンジニアリング 10 11 
非電気エンジニアリング 13 27 
金属製造 5 4 
タ イ ヤ 3 2 
金属製品 9 O 
織 物 10 O 
紙・印刷 4 2 
石 油 1 13 
その他 19 3 
A日. 計(社〉 119 45 
(出所) S. J. Nicholas， op. cit.， p.613.より作成。






















1次大戦前，イギリス海外投資のー側面JJj'証券研究jJ39巻， 1974， p. 209. 
29) S. J. Nicholas，“British Multinational Investment before 1939九Theゐurnalof European 
Economic History， Vol. 11， ~982， pp. 628-629.， S.Nicholas，“The historical division of labour 
and the growth of British manufacturing multinationals: 1870-1930ヘinA. Teichova， M. 
Levy-Leboyer and H. Nussbaum ed.， Multinatゐnα1enterprise in historical perspective， 
1986， p.245， p.252. 

























31) S. J. Nicholas， op. Cit.， pp. 616-618，また， 大規模な海外進出を行った企業は「世界的にも
その産業の最先端をいく企業であったJという指摘については，小林，前掲書， p.208. 
32) P. J. Buckley and B. R. Roberts， European Direct Investment in the U. S. A. b買fore
World War 1， 1982， p.32. 
33) C. Wi1son，“The Multinational in Historical Perspective九inK. Nakagawa ed.， Strategy 
and Structure 01 Bt'g Bust"ness， p.277， p.279. 


















1801-25 95 44.2 22.1 10.5 12.6 10.5 
1826ー 50 129 28.7 22.5 17.8 22.5 8.5 
1851-75 163 17.8 20.9 23.9 25.2 12.3 
1876-00 204 14.2 17.2 19.1 37.7 11.8 
1901-14 87 16.1 8.0 17.2 46.0 12.7 
〈出所) J. H. Dunning，前掲1983年論文， p.106.より作成。
34) A. D. Chandler，“The Growth of the Transnational lndustrial Firm in the United States 
and. United Kingdom: A Comparative AnalysisヘTheEconomic History Review， Vol. 33， 
No. 3， 1980， pp. 396-410. 
35) アメリカ企業の多国籍化については， M. Wilkins， The Emergence 0/ Multinational Enter-
prise: American Business abroad /rom the Colonial Era如 1914，1970，江夏健一-米倉昭夫
訳『多国籍企業の史的展開，n 1973等を，ヨーロ yパ企業の多国籍化については， L. G. Franko， 
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